
激
動
の
時
代
（
と
き
）
、

今
こ
そ
故
郷
の
英
知
を
集
め
て

明
倫
堂
の
精
神
文
化
に
灯
り
を
灯
す

第
十
一
回

高
鍋
城
灯
籠
ま
つ
り

▲
と

き

十
月
八
日
（
土
）
～
九
日

▲
と
こ
ろ

舞
鶴
公
園
周
辺

現
在
の
小
丸
大
橋

（平
成
二
十
三
年
八
月
三
十
一
日
撮
影
）

明
治
末
期
の
小
丸
橋

（写
真
提
供
：
石
井

正
敏
氏
）

◆ 高鍋町町制施行１１０周年記念 ◆

～ 特別号 ～

矢野
や の

陽大
は る と

ちゃん古川
ふるかわ

太一
た い ち

ちゃん竹下
たけした

愛琉
あ い る

ちゃん森川
もりかわ

楓心
しゅうと

ちゃん長友
ながとも

颯杜
は や と

ちゃん野間口
の ま ぐ ち

咲瑛
さ え

ちゃん池田
い け だ

有輝
ゆ う き

ちゃん

河野
か わ の

晃大
こうだい

ちゃん橋本
はしもと

仁子
に こ

ちゃん稲田
い な だ

琴美
こ と み

ちゃん稲子田
い な こ だ

柚綺
ゆ ず あ

ちゃん井置
い お き

舞鈴
ま す ず

ちゃん勝川
かつかわ

敬介
けいすけ

ちゃん柿原
かきはら

咲菜
さ な

ちゃん

池田
い け だ

伊織
い お り

ちゃん 永友
ながとも

優奈
ゆ な

ちゃん 小牧
こ ま き

奏翔
か な と

ちゃん 古賀
こ が

広輝
ひ ろ き

ちゃん 藤本
ふじもと

マリアちゃん 松田
ま つ だ

隼人
は や と

ちゃん甲斐
か い

蓮聖
れんせい

ちゃん

野別
の べ つ

虎珀
こ は く

ちゃん

みんな元気に育ってね。がわ 宝物の町

今回は、７月・８月の健診に来た元気なちびっこたちです！
このコーナーは、９・１０カ月児健診に

来たお子さんを紹介しています。

TAKANABE TOWN

人口と世帯数（９月１日現在・前月比)

人 口／ 21,641人 （＋34)

男 性／ 10,312人 （＋10)

女 性／ 11,329人 （＋24)

世帯数／ 9,035世帯（＋ 4)

編集・発行／宮崎県高鍋町

〒884‐8655 宮崎県児湯郡高鍋町大字上江8437

政策推進課／☎0983‐26‐2003

http://www.town.takanabe.miyazaki.jp
※「広報たかなべ」は町ホームページでもご覧になれます。

宮内
みやうち

英恵
は な え

ちゃん舩越
ふなこし

瑛斗
え い と

ちゃん黒木
く ろ ぎ

杜真
と う ま

ちゃん中野
な か の

夢依
ゆ い

ちゃん小田
お だ

柚月
ゆ づ き

ちゃん横尾
よ こ お

将志
ま さ し

ちゃん黒木
く ろ ぎ

昊
そら

ちゃん
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町制施行１１０周年を迎えたことを受け、
これまでの歴史や文化を振り返ります。
　そして、高鍋町の魅力を再発見する
契機とするため、現在の高鍋町が築かれ
た礎をここで探ってみることにします。

特集
高
鍋
町
は
、
明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
二
月
七
日
、
当
時
の
高
鍋
村
（
北
高
鍋
村
・
南
高
鍋
村
・
蚊
口
浦
村
・

高
鍋
町
）
が
町
制
を
施
行
し
、
平
成
二
十
三
年
に
一
一
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）

年
に
高
鍋
町
は
上
江
村
（
上
江
村
・
持
田
村
）
と
合
併
し
、
新
高
鍋
町
が
誕
生
し
、
現
在
の
高
鍋
町
へ
と
発
展
を

続
け
て
き
ま
し
た
。

高
鍋
町
は
、
持
田
古
墳
群
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
古
い
歴
史
を
持
つ
町
で
す
。
古
く
は
、
財
部
（
た
か
ら
べ
）
と
称
し
、

土
持
氏
、
伊
東
氏
、
島
津
氏
を
経
て
、
秋
月
氏
の
時
代
に
高
鍋
と
改
め
ま
し
た
。

秋
月
氏
の
藩
政
に
は
、
教
育
、
産
業
、
福
祉
に
わ
た
り
高
鍋
の
基
礎
を
築
い
た
す
ば
ら
し
い
施
策
が
数
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
中
で
も
、
上
杉
鷹
山
の
兄
で
あ
る
第
七
代
藩
主
秋
月
種
茂
が
創
設
し
た
藩
校
「
明
倫
堂
」
か
ら
は
、
多
く
の

逸
材
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
藩
校
「
明
倫
堂
」
が
築
い
た
文
教
の
伝
統
は
、
こ
の
町
で
今
も
な
お
脈
々
と

生
き
続
け
て
い
ま
す
。

高鍋町の人口の推移（国勢調査：各10月1日現在）

人口 
備考

総数 男（人） 女（人）

大９：１９２０

第１回国勢調査
１２,３３６ ５,９６９ ６,３６７

高鍋町・上江村

の合計

昭５：１９３０

第３回国勢調査
１３,８１２ ６,６４９ ７,１６３

高鍋町・上江村

の合計

昭15：１９４０

第５回国勢調査
１４,４３４ ６,９３１ ７,５０３ 合併後

昭25：１９５０

第７回国勢調査
２０,１０６ ９,６５２ １０,４５４

昭35：１９６０

第９回国勢調査
２０,０４１ ９,３９７ １０,６４４

昭45：１９７０

第11回国勢調査
１９,７７７ ９,４８８ １０,２８９

昭55：１９８０

第13回国勢調査
２２,９５０ １１,４４８ １１,５０２

平２：１９９０

第15回国勢調査
２２,９７０ １１,４３３ １１,５３７

平12：２０００

第17回国勢調査
２２,７４８ １１,０３２ １１,７１６

平22：２０１０

第19回国勢調査
２１,７３６ － － 速報値

年 

Ｔａｋａｎａｂｅ Ｔｏｗｎ 110th Anniversary

『
お
か
い
こ
さ
ん
』

私
が
養
蚕
業
を
始
め
た
昭
和
二
十
年
代
は
、
ま
ち

ば
以
外
は
だ
い
た
い
蚕
を
飼
っ
て
い
ま
し
た
。
も
と

も
と
田
や
畑
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
も
桑
の
木
が
植
え
ら

れ
た
よ
う
で
す
。

最
初
は
、
蚕
だ
け
で
は
な
く
牛
飼
い
、
田
、
畑
と

何
で
も
や
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
簿
記
を
勉
強
し
て

作
業
時
間
や
収
入
な
ど
統
計
を
取
っ
て
み
た
ら
、
養

蚕
業
が
一
番
効
率
が
良
い
こ
と
が
分
か
り
、
こ
れ
一

本
で
生
活
を
始
め
ま
し
た
。
専
業
の
養
蚕
農
家
と

な
っ
た
の
は
、
県
内
で
私
が
初
め
て
で
し
た
。

出
荷
が
近
づ
い
た
時
期
は
、
人
を
雇
っ
て
い
ま
し

た
が
本
当
に
忙
し
く
大
変
で
し
た
。
た
だ
経
済
的
な

面
で
は
、
生
活
は
と
て
も
楽
で
し
た
。

面
白
い
の
は
、
高
鍋
で
は
、
昔
か
ら
蚕
の
こ
と
を

「
お
か
い
こ
さ
ん
」
と
呼
び
、
人
間
よ
り
も
広
く
て

い
い
家
で
飼
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
だ
け

大
事
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

宮崎県で初めて養蚕業専業農家となった

毛作の山下光夫さん（83歳）と

妻の節子さん（81歳）

明治時代
第
一
章

～ 養蚕業の盛んなまち 高鍋町 ～

昭和50年代まで続いた高鍋の養蚕業は、この時代に幕を開け、特に明治後

期には目覚ましい発展を遂げています。中でも、明治44年に、高鍋製糸株式

会社の生糸は、イタリア万国博覧会において金賞を受賞していて、当時の高

鍋の製糸業がいかに高いレベルであったのかを知ることができます。

また明治44年には、孤児の父と呼ばれる石井十次が、高鍋製糸株式会社の

社長となったことも興味深い話です。

養蚕業は、手間は必要でしたが短い飼育で多額の収入を得ることができ、

当時の農家の家計を大いに潤し、大変魅力的なものとなっていたようです。

養蚕業と製糸業。これらの発展が、現在の高鍋町の産業発展につながった

ことは間違いないのではないでしょうか。

桑の苗を植えている山下節子さん

（昭和４５年当時）

大きな養蚕小屋が今でも山下さんの

自宅横に残っている

高
鍋
町
の
あ
ゆ
み

※

「
高
鍋
町
史
」
・
「
高
鍋
町
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
」
・
「
広
報
た
か
な
べ
」
よ
り
抜
粋

明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）

２
・
７

高
鍋
村
、
町
制
を
施
行
（
初
代
町
長

久
保
昌
業
）

明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）

12
・
13

石
井
十
次
、
高
鍋
上
江
の
合
併
を
両
町
村
に
提
議

明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）

１
・
６

高
鍋
町
・
上
江
村
発
展
策
協
議
会
（
合
併
問
題
協
議
会
）

１
・
７

石
井
十
次
の
高
鍋
上
江
合
併
提
議
を
高
鍋
町
有
志
大
会
は
研
究
課
題
と

す
る

明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）

４
・
21

高
鍋
郵
便
局
に
て
電
話
及
び
託
送
電
報
事
務
開
始

12
・
８

小
丸
川
仮
橋
、
人
馬
の
通
行
開
始

こ
の
年

高
鍋
製
糸
株
式
会
社
出
品
生
糸
、
イ
タ
リ
ア
万
国
博
覧
会
に
て
金
賞

大
正
元
年   

（
一
九
一
二
）

４
・
10

高
鍋
町
立
実
科
高
等
女
学
校
、
高
鍋
小
学
校
内
に
開
校

大
正
三
年   

（
一
九
一
四
）

８
・
７

町
内
５
カ
所
に
街
灯
つ
く

大
正
四
年   

（
一
九
一
五
）

３
・
20

高
鍋
方
面
の
電
灯
点
灯
式

大
正
七
年   

（
一
九
一
八
）

４
・
１

郡
立
農
業
学
校
県
に
移
管
、
宮
崎
県
立
高
鍋
農
学
校
と
改
称

大
正
八
年   

（
一
九
一
九
）

こ
の
年

高
鍋
農
学
校
よ
り
旧
明
倫
堂
図
書
を
高
鍋
小
学
校
に
移
し
、
高
鍋

図
書
館
と
す
る

大
正
九
年   

（
一
九
二
〇
）

３
・
～

県
営
自
動
車
営
業
開
始
、
高
鍋
延
岡
間
ほ
か

７
・
１

日
豊
線
古
港
の
鉄
橋
竣
工

９
・
11
～
12

高
鍋
駅
に
て
日
豊
線
福
島
高
鍋
間
開
通
式

９
・
18

秋
月
左
都
夫
宅
に
て
上
江
高
鍋
合
併
問
題
協
議

10
・
１

第
一
回
国
勢
調
査
（
高
鍋
・
上
江
合
計
人
口

一
二
、
三
三
六
人
）

大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）

６
・
11

日
豊
線
、
高
鍋
美
々
津
間
運
転
開
始

８
・
24

東
児
湯
各
町
村
協
議
の
上
、
中
学
校
設
立
を
決
議

こ
の
年

春
、
小
丸
川
鉄
橋
完
成

大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）

３
・
26

県
立
高
鍋
中
学
校
設
立
速
成
同
盟
会
創
立
総
会

４
・
19

町
立
高
鍋
図
書
館
の
設
立
、
県
知
事
よ
り
認
可

５
・
26

都
農
高
鍋
間
・
都
農
美
々
津
間
に
公
衆
電
話
開
設

大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）

４
・
15

財
団
法
人
高
鍋
中
学
校
開
校
式

大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）

４
・
14

町
立
高
鍋
実
科
高
等
女
学
校
を
宮
崎
県
高
鍋
高
等
女
学
校
と
改
称

大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）

３
・
～

高
鍋
に
全
国
最
初
の
乾
繭
農
業
倉
庫
竣
工

６
・
30

児
湯
郡
役
所
廃
止

昭
和
三
年   

（
一
九
二
八
）

２
・
28

高
鍋
鉄
道
（
高
鍋
木
城
間
）
起
工
式

昭
和
七
年   

（
一
九
三
二
）

１
・
16

持
田
古
墳
盗
掘

昭
和
八
年   

（
一
九
三
三
）

こ
の
年

岩
岡
弘
覚
（
保
吉
）
、
東
光
寺
に
高
鍋
大
師
を
設
立

昭
和
九
年   

（
一
九
三
四
）

４
・
13

宮
崎
県
公
立
高
鍋
中
学
校
開
校

昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）

２
・
23

高
鍋
町
営
職
業
紹
介
所
開
設

４
・
20

国
営
無
水
ア
ル
コ
ー
ル
工
場
生
産
開
始

10
・
１

高
鍋
町
・
上
江
村
合
併
し
高
鍋
町
を
設
置
、
役
場
を
大
字
高
鍋
町

七
〇
五
（
上
町
）
に
置
く

11
・
18

町
立
職
業
紹
介
所
廃
止
、
十
九
日
国
営
高
鍋
職
業
紹
介
所
設
置

昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）

10
・
24

町
営
魚
菜
市
場
設
置
決
ま
る

11
・
15

舞
鶴
城
址
、
風
致
地
区
指
定

昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）

８
・
～

鉄
興
社
高
鍋
工
場
操
業
開
始
、
フ
ェ
ロ
ア
ロ
イ
を
生
産

昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）

10
・
30

町
役
場
庁
舎
、
大
字
上
江
一
二
〇
七
移
転
き
ま
る

昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）

３
・
18
～
19

米
軍
艦
載
機
（
グ
ラ
マ
ン
）
編
隊
に
よ
る
県
下
初
空
襲

６
・
末
～

ほ
と
ん
ど
連
日
空
襲
、
高
鍋
駅
・
小
丸
川
鉄
橋
・
鉄
興
社
・
ア
ル

コ
ー
ル
工
場
お
よ
び
こ
れ
ら
の
周
辺
特
に
蚊
口
地
区
の
被
害
甚
大

７
～
８
月

高
鍋
上
空
銃
撃

被
害
甚
大

昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）

１
・
13

進
駐
軍
、
公
立
機
関
・
学
校
並
び
に
そ
の
敷
地
の
神
社
神
棚
の
除
去
・

民
間
所
有
の
刀
剣
類
引
き
渡
し
・
武
技
具
の
焼
却
を
一
週
間

以
内
に
実
施
す
る
よ
う
指
示

昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）

４
・
１

高
鍋
国
民
学
校
を
高
鍋
東
小
学
校
、
上
江
国
民
学
校
を
高
鍋
西
小

学
校
と
改
称

５
・
８

高
鍋
町
立
東
・
西
中
学
校
開
校
式

６
・
22

わ
か
ば
保
育
園
完
成

12
・
３

高
鍋
商
工
会
議
所
（
高
鍋
・
富
田
・
木
城
・
川
南
・
都
農
・
美
々
津

各
町
村
を
含
む
）
設
立

昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）

３
・
20

日
豊
本
線
小
丸
川
鉄
橋
竣
工

４
・
１

学
制
改
革
に
よ
り
県
立
高
鍋
中
学
校
・
同
高
鍋
高
等
女
学
校
・
同

高
鍋
農
学
校
を
統
合
し
て
宮
崎
県
立
高
鍋
高
等
学
校
を
設
置

８
・
11

高
鍋
町
消
防
団
結
成

昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）

６
・
６

天
皇
陛
下
、
高
鍋
町
ご
巡
幸

昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）

１
・
９

Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
テ
レ
ビ
を
県
下
初
公
開

９
・
１

上
江
保
育
園
設
立
、
九
月
五
日
開
園
式

10
・
11

宝
酒
造
株
式
会
社
高
鍋
工
場
操
業
開
始

11
・
１

高
鍋
町
教
育
委
員
会
発
足

12
・
24

南
九
州
化
学
工
業
株
式
会
社
設
立

町制施行１１０周年を迎えたことを受け、
これまでの歴史や文化を振り返ります。
そして、高鍋町の魅力を再発見する
契機とするため、現在の高鍋町が築かれ
た礎をここで探ってみることにします。

町制施行１１０周年を迎えたことを受け、
これまでの歴史や文化を振り返ります。
そして、高鍋町の魅力を再発見する
契機とするため、現在の高鍋町が築かれ
た礎をここで探ってみることにします。
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大正時代
第
二
章

～ 苦労に苦労を重ねた開墾時代 ～

宮崎県は明治３６年以降、県内移民誘致策として県内入植地の紹介に

努めました。これを受け、大正期の高鍋には、竹鳩、新山、市の山、中

尾、牛牧などに九州各県をはじめ、四国や中国地方などの各地から多く

の入植者があったようです。

当時の入植者は、竹や松、杉などが多い原野を多くの労力をかけて開

墾していきましたが、当初は、干ばつや病害虫被害もあり、なかなか思

うように収穫量は増えなかったようです。

そんな厳しい条件の中でも開墾を推し進め、現在の肥よくな田畑を

作った入植者。その努力が、現在の高鍋町の農業を支える土台となって

いることは確かです。

竹鳩公民館前にある「開田記念碑」。開田
の輝かしい実績と事業功労者の名を後世に
まで語り伝えるために建てられたという

『
鍬
（
く
わ
）一
本
で
よ
く
働
い
た
』

う
ち
は
も
と
も
と
四
国
出
身
で
、
佐
土
原
を
経
て

父
母
の
代
に
牛
牧
に
来
ま
し
た
。
次
男
坊
だ
っ
た
私

は
、
復
員
後
の
昭
和
二
十
二
年
に
こ
こ
に
入
り
ま
し

た
。
私
と
一
緒
に
南
牛
牧
開
拓
一
号
と
な
っ
た
仲
間

は
、
全
部
で
三
十
三
人
。
み
ん
な
若
く
て
元
気
が
良

か
っ
た
の
で
す
が
、
杉
や
松
の
藪
原
に
は
本
当
に
苦

労
し
ま
し
た
。

で
も
、
こ
こ
で
や
る
し
か
な
い
と
い
う
気
持
ち
で

妻
と
鍬
一
本
で
開
墾
し
、
畑
を
一
反
・
二
反
と
い
う

ふ
う
に
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。
自
分
で
も
本
当
に

よ
く
働
い
た
と
感
心
し
ま
す
。

家
は
も
ち
ろ
ん
か
や
ぶ
き
屋
根
。
食
べ
物
は
な

い
、
電
気
も
な
い
。
そ
れ
に
加
え
、
寒
い
。
こ
ん
な

暮
ら
し
で
し
た
の
で
子
育
て
に
も
苦
労
し
ま
し
た

ね
。
当
時
は
収
入
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
十
五
年
ぐ

ら
い
は
出
稼
ぎ
に
行
き
ま
し
た
。

今
の
楽
し
み
は
、
妻
や
家
族
と
ゆ
っ
く
り
過
ご
す

こ
と
。
周
り
が
仲
が
良
く
、
に
ぎ
や
か
な
の
が
と
て

も
嬉
し
い
で
す
。

「南牛牧の人はみんな開拓者。苦労を共にした仲間。

だからこそ仲がいい」と笑顔で話す

森光三男（かずお）さん（82歳）と

妻の敬子さん（80歳）

『
惨
劇
で
し
た…

』

昭
和
二
十
年
の
初
空
襲
以
降
の
高
鍋
は
、
多
く
の

大
空
襲
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
蚊
口
地
区
は
、

新
田
原
飛
行
場
の
軍
事
物
資
集
積
場
と
な
っ
て
い
た

高
鍋
駅
、
鉄
鋼
社
や
ア
ル
コ
ー
ル
工
場
な
ど
主
要
な

軍
需
施
設
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ほ
か
の
地
域
に

比
べ
て
、
米
艦
載
機
グ
ラ
マ
ン
や
Ｂ
29
が
連
日
に
わ

た
る
猛
烈
な
機
銃
攻
撃
を
行
い
、
惨
状
が
広
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。
駅
前
に
直
径
五
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の

す
り
鉢
型
の
大
穴
が
開
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
悲
し
い
こ
と
に
犠
牲
者
も
ど
ん
ど
ん
増
え
て

い
き
ま
し
た
。

あ
る
銃
撃
後
に
、
私
が
見
た
情
景
で
す
。

…

う
ち
の
前
に
つ
な
い
で
あ
っ
た
馬
の
太
も
も

辺
り
に
大
き
な
穴
が
開
き
、
前
足
を
じ
た
ば
た

さ
せ
て
い
る
。
近
く
に
は
爆
風
で
洋
服
が
は
が

れ
た
で
あ
ろ
う
女
性
が
全
裸
で
倒
れ
て
い
て
、

体
は
紫
色
で
膨
れ
、
呻
き
声
を
あ
げ
て
い
る…

そ
の
女
性
は
、
医
者
に
連
れ
て
い
く
道
中
で
残
念

な
が
ら
息
絶
え
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
惨
劇
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め

に
も
、
戦
争
に
つ
い
て
後
世
に
語
り
継
い
で
い
く
必

要
性
を
私
は
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

自
宅
を
襲
っ
た
爆
弾
の
破
片
と
鉄
砲
の
弾
を
手
に
す
る

大
山
満
郎
さ
ん
（
84
歳

蚊
口
西
の
一
）

印
は
、
爆
風
で
飛
ば
さ
れ
た
大
石
が
屋
根
を

突
き
破
り
、
落
ち
た
場
所

昭和時代
第
三
章

～ 戦争経験をバネに復興へ ～

太平洋戦争は、わが町にも多くの惨劇をもたらしました。戦争が

長期化し、戦域が拡大するに従って国家総力戦になり、高鍋町でも

本土防衛のための軍事訓練や勤労動員の徹底命令による学徒動員が

行われました。また、戦時下食糧増産対策協議会を開き、生産増強

にも努めました。しかし…。

昭和２０年８月１５日、終戦。大いなる悲しみや悔しさ、辛さの

中でまちの復興を目指した私たちの親、祖父母、祖々父母たち。彼

らの強い意志と優しさは、今生きる私たちを包み、育て、現在の高

鍋町へと導いてくれているような気がします。

鉄骨だけ焼け残ったアルコール工場
（写真は高鍋町史より転載）

昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）

３
・
４

高
鍋
農
業
高
校
独
立
開
校
式
並
び
に
校
舎
落
成
式

９
・
５

高
鍋
町
社
会
福
祉
協
議
会
設
立

昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）

４
・
13

高
鍋
町
養
老
院
竣
工
落
成

４
・
28

鈴
木
馬
左
也
別
宅
町
有
と
な
る

８
・
５

高
鍋
高
校
、
本
県
初
の
甲
子
園
出
場
決
定

昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）

２
・
１

南
町
保
育
園
創
立

３
・
18

町
立
高
鍋
図
書
館
開
館
式

11
・
19

高
鍋
町
営
野
球
場
完
成

昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）

４
・
20

宮
崎
・
高
鍋
間
市
外
電
話
即
時
通
話
と
な
る

５
・
５

蚊
口
保
育
園
完
成
落
成
式

７
・
５

竹
鳩
橋
完
成

10
・
～

東
西
小
学
校
完
全
給
食
実
施

昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）

７
・
15

広
報
た
か
な
べ
創
刊

昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）

10
・
13

高
鍋
商
工
会
議
所
組
織
変
更
、
地
区
は
高
鍋
町
内
と
な
る

10
・
26

高
鍋
電
報
電
話
局
竣
工
式

昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）

２
・
25

持
田
古
墳
群
、
史
跡
と
し
て
国
指
定

７
・
21

週
報
（
現
お
知
ら
せ
た
か
な
べ
）
創
刊
（
地
区
回
覧
）

昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
）

５
・
３

皇
太
子
ご
夫
妻
、
県
高
等
営
農
研
修
所
ご
訪
問

昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
）

８
・
１

町
立
養
老
院
、
老
人
福
祉
法
施
行
に
伴
い
町
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム

と
な
る

昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）

４
・
１

持
田
分
校
跡
に
持
田
保
育
園
開
設

４・
～

舞
鶴
城
址
の
大
公
園
化
整
備
事
業
（
五
カ
年
計
画
）
始
ま
る

６
・
１

高
鍋
・
木
城
衛
生
組
合
創
立

９
・
10

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
、
高
鍋
通
過

10
・
１

急
行
「
に
ち
り
ん
」
本
日
よ
り
高
鍋
駅
停
車

昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）

３
・
18

高
鍋
城
址
の
児
童
公
園
開
園
式

４
・
６

国
道
一
〇
号
高
鍋
バ
イ
パ
ス
開
通
式

６
・
10

高
鍋
・
木
城
衛
生
組
合
し
尿
処
理
場
完
成

６
・
24

小
丸
川
右
岸
、
堀
川
下
に
ご
み
焼
却
炉
完
成

７
・
10

児
湯
家
畜
市
場
（
蚊
口
）
落
成
式

８
・
21

高
鍋
高
校
、
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
準
決
勝
進
出

12
・
26

高
鍋
農
高
、
全
国
高
校
駅
伝
（
大
阪
）
に
出
場

昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）

２
・
18

週
報
を
全
戸
配
布
に
改
善

８
・
５

高
鍋
観
光
協
会
発
足

10
・
１

第
一
回
「
町
民
の
日
」
記
念
式
典
、
町
章
・
町
民
歌
発
表

昭
和
四
二
年
（
一
九
四
七
）

２
・
７

南
九
州
大
学
（
園
芸
学
部
園
芸
学
科
・
造
園
学
科
）
認
可
、
四
月

一
日
開
学

10
・
１

甘
木
市
と
高
鍋
町
の
姉
妹
都
市
盟
約
式

昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）

３
・
26

高
鍋
町
火
葬
場
設
置

３
・
31

高
鍋
防
災
ダ
ム
竣
工

３
・
末

小
丸
川
河
口
か
ら
海
水
浴
場
ま
で
の
防
潮
堤
完
成

11
・
21

串
間
市
と
姉
妹
都
市
盟
約
締
結

昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）

４
・
１

高
鍋
神
楽
、
無
形
文
化
財
県
指
定

６
・
１

高
鍋
町
上
水
道
通
水
式
（
一
、
五
〇
〇
戸
）

７
・
30

高
鍋
町
体
育
館
完
成

12
・
14

高
鍋
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
成

昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
）

５
・
30

東
児
湯
消
防
組
合
設
立

12
・
31

高
鍋
高
校
、
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
大
会
（
大
阪
花
園
）
初
出
場

昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）

３
・
29

持
田
保
育
園
完
成

昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）

４
・
10

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
、
宮
崎
県
農
業
大
学
校
視
察

昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
）

１
・
10

西
都
児
湯
環
境
整
備
事
務
組
合
設
置

昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
）

３
・
７

第
一
回
自
治
公
民
館
大
会

11
・
１

「
し
ん
き
ん
通
」
完
成

昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
）

12
・
８

町
役
場
庁
舎
落
成
式

昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）

10
・
13

国
体
炬
火
リ
レ
ー

10
・
15

町
営
野
球
場
に
て
国
体
高
校
野
球
（
硬
式
）
大
会
開
会
式

昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
）

６
・
13

竹
鳩
浄
水
場
通
水
式

昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
）

４
・
27

米
沢
市
と
姉
妹
都
市
盟
約
締
結

昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
）

３
・
31

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
完
成

12
・
25

小
丸
大
橋
歩
道
完
成

昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）

８
・
30

高
鍋
町
中
央
公
民
館
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成

昭
和
六
〇
年
（
一
九
七
一
）

３
・
～

高
鍋
・
木
城
衛
生
セ
ン
タ
ー
完
成

昭
和
六
一
年
（
一
九
八
六
）

10
・
18

高
鍋
町
歴
史
総
合
資
料
館
オ
ー
プ
ン

昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
）

３
・
１

時
間
励
行
日
本
一
を
目
指
し
て
の
時
計
台
設
置

６
・
１

高
鍋
町
史
発
行

Ｔａｋａｎａｂｅ Ｔｏｗｎ 110th Anniversary
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平成時代
第
四
章

～ 畑田土地区画整理事業 ～

高鍋町が約２０年の歳月と約６１億円の事業費を

かけたこの事業は、中央公民館を中心とする地域を

行政・業務の核、良好な住宅地の供給地とし、望ま

しい市街地を誘導・促進することを目的に行われ、

現在は明るい市街地へと生まれ変わっています。

事
業
施
行
後

中央公民館

健康づくり
センター

役場

JA児湯

公園

公園

公園

中央公園

事
業
施
行
前

中央公民館

JA児湯

役場

高鍋町町制施行１１０周年を迎えて

高鍋町は、明治３４（１９０１）年の町制施行以来、１１０周年を迎えました。昭和１３

（１９３８）年に旧高鍋町と上江村が合併し、人口１３，９６２人で現在の町域となってから、
「歴史と文教のまち」として、また、児湯郡の中核的なまちとして、着実に発展してまいりまし

た。こうした発展の中で、めでたく１１０周年を迎えられたのも、町民の皆様お一人、お一人の
ご尽力の賜と、心から敬意を表しますとともに、深く感謝申し上げる次第でございます。

さて、最近の１０年間を振り返りますと、２００８年秋の世界同時不況で情勢が一変したと認識しております。
高鍋町においても、相次ぐ企業や商店の撤退、南九州大学の移転、また、昨年の口蹄疫や今年に入ってからの鳥イン

フルエンザ、新燃岳の噴火、東日本大震災など何かと暗い話題が多い１０年でありました。
明るい話題といたしましては、昨年７月に、東九州自動車道の高鍋インターチェンジが開通し、今後の地域の発展

の大きな原動力となるものと期待をしているところでございます。

そのような状況の中、社会経済情勢の変化に対応したスリムで効率的な自治体を目指し、機構改革の実施や行財政
改革の取り組みを実施してきたところでございます。

また、平成２２年３月に平成２８年度を目標年度とした、本町の町政運営の基本となる「高鍋町総合計画」を策定
したところでございます。その基本構想で、高鍋町の将来像として「住民参画による快適で美しいまちたかなべ～子

どもがにぎわうまちづくり～」を掲げ、若い人のみならず誰もが住みたいと思える元気で活力のあるまちづくりを全
力をあげて推進していく所存でございます。

その実現のためには、町づくりへの町民の皆様方の積極的な参加や、行政と住民団体やNPO法人、民間企業などと
の協働が不可欠でございます。今後の本町のさらなる発展のため、町民の皆様方のなお一層のご支援、ご協力を賜り

ますよう心からお願い申し上げます。

高鍋町長 小澤 浩一

高鍋町町制施行１１０周年記念行事
①航空自衛隊西部航空音楽隊による音楽演奏会

▲と き ９月２９日（木）午後７時から（開場：午後６時）

②記念式典（第４５回「町民の日」記念式典・第４４回高鍋町社会福祉大会）

▲と き １０月１日（土）午前９時から（開場：午前８時）

③講演会

▲と き １０月１日（土）記念式典閉式後 ▲講 師 ルー大柴 氏
▲演 題 「人生マウンテン（山）ありバレー（谷）あり」

※①～③とも、高鍋町中央公民館ホールにて開催し、入場料は無料です。なお、
　整理券の発行は行いません。満席になり次第入場を制限させていただく場合が
　ありますので、ご了承ください。

④宝くじふるさとワクワク劇場inたかなべ ※詳細は、１１ページをご覧ください。

【
取
材
を
終
え
て
】

上
の
卒
業
証
書
は
、
高
鍋
町
が
町
制
を
施
行

し
た
明
治
三
十
四
年
の
も
の
で
、
「
士
族
」
と

い
う
文
字
が
見
え
ま
す
。
明
治
後
期
で
あ
る
の

に
、
ま
だ
ま
だ
身
分
制
度
が
残
っ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

こ
の
時
代
か
ら
一
一
〇
年
。
家
族
制
度
や

生
活
ス
タ
イ
ル
な
ど
多
く
が
変
わ
り
、
暮
ら
し

は
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
高
鍋
町
に
は
ま
だ
ま
だ
発
展
し

続
け
る
力
が
あ
る
は
ず
で
す
。
今
に
生
き
る

私
た
ち
は
、
先
人
に
習
い
、
こ
の
ま
ち
に
誇
り

を
持
ち
な
が
ら
元
気
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
民
と
官
で
の
協
働
の
も
と
に
そ
の
力
を

存
分
に
発
揮
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

石
井
正
敏
さ
ん
（筏
）の
お
父
さ
ん
の

小
学
校
卒
業
証
書(

右)

昭
和
六
三
年
（
一
九
八
八
）

11
・
16
畑
田
土
地
区
画
整
理
事
業
着
工

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）

１
・
31
東
九
州
自
動
車
道
基
本
計
画
路
線
決
定

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）

２
・
３

役
場
事
務
の
電
算
化

４
・
２

防
災
行
政
無
線
局
開
局

平
成
三
年
（
一
九
九
一
）

８
・
28
高
鍋
リ
ゾ
ー
ト
計
画
発
表

12
・
10
高
鍋
町
総
合
体
育
館
完
成

平
成
四
年
（
一
九
九
二
）

１
・
19
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
リ
ー
グ
高
鍋
大
会

８
・
１
～
６

全
国
高
校
総
体
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
開
催

11
・
30
高
鍋
リ
ゾ
ー
ト
計
画
凍
結

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）

７
・
１

公
共
下
水
道
事
業
ス
タ
ー
ト

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）

３
・
28
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
完
成

４
・
10
高
鍋
東
西
中
学
校
完
全
給
食
開
始

７
・
24
高
鍋
温
泉
掘
削
工
事
製
鋼
、
温
泉
湧
出

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）

９
・
～

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
完
成

11
・
10
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
96

太
極
拳
交
流
大
会

平
成
九
年
（
一
九
九
七
）

４
・
24
高
鍋
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
完
成

４
・
24
高
鍋
温
泉
オ
ー
プ
ン
（
簡
易
温
泉
）

６
・
６

ル
ピ
ナ
ス
パ
ー
ク
オ
ー
プ
ン

平
成
一
〇
年
（
一
九
九
八
）

６
・
26
高
鍋
湿
原
一
般
公
開

平
成
一
一
年
（
一
九
九
九
）

11
・
３

高
鍋
町
美
術
館
開
館

平
成
一
三
年
（
二
〇
〇
一
）

５
・
１

高
鍋
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
「
め
い
り
ん
の
湯
」
オ
ー
プ
ン

９
・
29
～
30

第
一
回
舞
鶴
城
灯
籠
ま
つ
り
開
催

平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
）

６
・
７

高
鍋
・
木
城
・
川
南
三
町
任
意
合
併
協
議
会
立
ち
上
げ

９
・
２

三
町
任
意
合
併
協
議
会
に
都
農
町
が
加
わ
り
、
四
町
で
ス
タ
ー
ト

平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
）

３
・
31

町
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
寿
昌
園
」
閉
園

７
・
４

小
丸
大
橋
開
通
式

11
・
１

東
児
湯
消
防
組
合
、
新
庁
舎
で
の
業
務
開
始

12
・
５

合
併
特
例
法
に
基
づ
く
東
児
湯
四
町
法
定
協
議
会
立
ち
上
げ
決
定

平
成
一
六
年
（
二
〇
〇
四
）

６
・
１

高
鍋
町
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

７
・
１

高
鍋
町
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

７
・
16

東
児
湯
法
定
協
議
会
解
散

平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
）

２
・
25

西
都
児
湯
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
竣
工

ゴ
ミ
分
別
方
法
新
し
く

10
・
15

今
年
か
ら
「
舞
鶴
城
灯
籠
ま
つ
り
」
が
「
高
鍋
城
灯
籠
ま
つ
り
」
へ
と

呼
称
変
更
し
て
開
催

平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
）

３
・
31

南
町
保
育
園
、
民
間
移
譲
へ

７
・
21

姉
妹
都
市
福
岡
県
甘
木
市
が
市
町
村
合
併
に
伴
い
朝
倉
市
へ
こ
れ
に

伴
い
改
め
て
「
朝
倉
市
」
と
姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結

９
・
１

南
九
州
大
学
高
鍋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
存
続
を
求
め
る
総
決
起
集
会

平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）

３
・
31

蚊
口
保
育
園
、
閉
園

４
・
19

南
九
州
大
学
高
鍋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
存
続
を
求
め
る
会
解
散

平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）

10
・
１

県
内
町
村
初
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
開
始

平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
）

５
・
31

高
鍋
町
持
田
地
区
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

10
・
18
～
20

ス
ポ
レ
ク
み
や
ざ
き

年
齢
別
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
開
催

12
・
13

高
鍋
町
防
災
セ
ン
タ
ー
落
成

平
成
二
二
年
（
二
〇
一
〇
）

３
・
31

上
江
・
持
田
両
保
育
園
、
民
間
移
譲
へ

５
・
15

四
月
に
都
農
町
で
発
生
し
て
い
た
口
蹄
疫
が
高
鍋
町
で
も
発
生
。

五
月
十
八
日
に
は
宮
崎
県
は
非
常
事
態
を
宣
言
。
六
月
三
十
日
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
家
畜
の
殺
処
分
と
埋
却
を
終
え
た
こ
と
で
、
高
鍋
町
内

か
ら
牛
や
豚
な
ど
の
偶
蹄
類
は
姿
を
消
し
た

７
・
17

東
九
州
自
動
車
道
高
鍋
Ｉ
Ｃ
～
西
都
Ｉ
Ｃ
間
開
通

８
・
２

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
「
吟
詠
剣
詩
舞
部
門
」
開
催

８
・
２

秋
篠
宮
ご
夫
妻
と
佳
子
さ
ま
、
高
鍋
農
業
高
校
を
ご
訪
問

平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）

１
・
30

宮
崎
県
内
六
例
目
と
な
る
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生

４
・
17

小
丸
河
畔
運
動
公
園
屋
内
多
目
的
広
場
落
成

現
在

東
日
本
大
震
災
以
降
、
防
災
訓
練
の
実
施
や
新
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
に

向
け
取
り
組
み
中

Ｔａｋａｎａｂｅ Ｔｏｗｎ 110th Anniversary
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感
じ
て
く
だ
さ
い

心
の
サ
イ
ン

私
た
ち
は
、
身
体
の
健
康
に
は
気
を
配
っ
て
も
、
心
の
健
康
状
態
の
変
化
に
は
自
分
も
周
り
も
な
か
な
か
気

付
か
な
い
も
の
で
す
。

大
切
な
命
を
失
う
前
に
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

現
状

　
我
が
国
の
年
間
の
自
殺
者
数

は
、
平
成
十
年
よ
り
十
三
年
連
続

し
て
三
万
人
を
超
え
る
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
政
府
は
、
毎
年
、
世

界
自
殺
予
防
デ
ー
に
あ
た
る
九
月

十
日
か
ら
の
一
週
間
（
十
六
日
ま

で
）
を
「
自
殺
予
防
週
間
」
と
し
て
、

例
年
自
殺
者
数
が
多
い
三
月
を

「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
と
し
て

集
中
的
に
啓
発
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
住
む
宮
崎
県
の
自
殺

者
数
は
、
平
成
九
年
に
年
間
三
百

人
を
超
え
、
平
成
十
年
以
降
は
お

お
む
ね
三
百
人
後
半
で
推
移
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
二
年
は
、

三
百
七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
人
口
十
万
人
あ
た
り

の
自
殺
者
数
（
自
殺
死
亡
率
）
は
、

全
国
平
均
を
大
幅
に
超
え
て
い
る

状
況
で
、
全
国
で
も
自
殺
死
亡
率

の
高
い
県
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
殺
の
原
因
は
？

　
自
殺
で
命
を
落
と
し
た
人
の
多
く
が
、

仕
事
や
収
入
、
身
体
の
病
気
や
介
護
、

育
児
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
か
ら
く
る

う
つ
病
を
抱
え
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
で
は
、
う
つ
病
と
は
ど
ん
な
病
気
な

の
で
し
ょ
う
か
。

「
う
つ
病
」
と
は
？

　
「
う
つ
病
」
と
は
、
気
分
が
ひ
ど
く
落

ち
込
ん
だ
り
、
何
ご
と
に
も
興
味
が
持

て
な
く
な
る
状
態
が
長
く
続
き
、
日
常

の
生
活
に
支
障
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た

状
態
を
い
い
、
誰
も
が
か
か
る
可
能
性

の
あ
る
病
気
で
す
。

　
う
つ
病
に
な
り
や
す
い
人
は
、
真
面

目
で
責
任
感
が
強
く
、
周
囲
へ
の
気
配

り
が
で
き
、
き
ち
ん
と
や
り
遂
げ
よ
う

と
頑
張
る
人
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
働
き
盛
り
の
四
十
代
か
ら
六
十

代
は
強
い
ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
場
面
が

多
く
、
注
意
が
必
要
で
す
。
こ
れ
に
加
え
、

最
近
は
、
人
と
の
関
わ
り
が
苦
手
な
二

十
代
か
ら
三
十
代
の
若
い
人
も
増
え
て

き
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
う
つ
病
」
の
症
状
と
は
？

　
個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
次
の
よ
う

な
症
状
が
二
週
間
以
上
続
い
て
お
り
、

生
活
に
支
障
が
出
ま
す
。

つ
な
ぎ
、
支
え
る

　
う
つ
病
は
、
早
期
に
気
付
き
、
正
し

い
治
療
を
行
え
ば
治
り
ま
す
。

　
周
り
の
人
の
場
合
は
、
ま
ず
は
話
を

聴
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
で
き

る
だ
け
そ
ば
に
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
、
ま
ず
は
専
門
機
関
に
相
談

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
相
談
機
関
等
は
左
の
ペ
ー
ジ
）

　
も
し
、
い
く
つ
か
当
て
は
ま
っ
た
場

合
は
、
そ
れ
は
心
が
発
す
る
サ
イ
ン
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
サ
イ
ン
を
、

自
分
は
も
ち
ろ
ん
、
周
り
の
人
も
気
付

き
、
感
じ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

平成８年以降の宮崎県の自殺死亡率および自殺者数の推移

県内自殺死亡率

県内自殺死亡者数

25
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【
身
体
的
症
状
】

眠
れ
な
い
／
疲
れ
や
だ
る
さ
／

首
や
肩
の
凝
り
／
頭
が
痛
い
・

重
い
／
食
欲
が
な
い
／
体
重
が

減
る

な
ど

【
精
神
的
症
状
】

意
欲
や
興
味
が
わ
か
な
い
／
充

実
感
が
な
い
／
い
つ
も
不
安
／

楽
し
く
な
い
／
役
に
立
た
な
い

と
思
う
／
仕
事
が
は
か
ど
ら
な

い
／
死
に
つ
い
て
考
え
る

な
ど

「地域がつながる」を目指して
～高鍋町内での取り組み～

８月６日（土）

高鍋町美術館にお

い て、高 鍋 町 は

「高鍋町こころの

フォーラム」を行

いました。

ま ず、NPO 法

人自死遺族支 援

ネットワークRe代表で自身も父を自殺で亡くした山口和

浩氏が、自殺を取り巻く状況や遺族支援についての講演

を行いました。

その後の「地域がつながる」をキーワードにしたパネ

ルディスカッションでは、町内在住者の専門家など４人

のパネラーがそれぞれの立場からの経験や課題を語り、

今後の支援について意見の交換を行いました。

また、コーディネーターを務めたいろり端会会長でた

かなべまちの駅連絡協議会会長の石田喜克さんは「『高

鍋はみんなの居場所（いい場所）』になれるよう、町内

に４７カ所あるまちの駅を気軽に利用してください」と

話し、地域がつながる手だてを示しました。

高鍋町では今後も、自殺防止に向けた取り組みを行っ

ていきます。皆さんも一緒に考えてみませんか。

高鍋町では、

毎月第３火曜日
午後７時から、

中鶴にある「野
の 花 館」で「い

ろり端会」を開
いています。

「いろり端会」とは、平成２１年度に高鍋町
で開催した「みんなの町をつくろうフォーラ

ム」をきっかけに発足した有志の会です。自分
の町について考えることはもちろん、自殺防止
の目的も加え、自由にいろいろな話題について

語り合っています。
「自分一人ではない、話ができる、人がつな

がる」そんな雰囲気を感じてみませんか。

いろり端会には、安心して話せる雰囲気

があります。一緒に話をしてみませんか。

私
も
く
つ
ろ
が
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す

臨床心理士

富田 あや子 氏

私が感じる「心のサイン」とは…

自殺の前は、落ち込んで静

かなときばかりではありません。こんなと

きも注意が必要です。「私が見ているよ」

ということを伝えてください。

ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
に

な
っ
た
と
き

ＮＰＯ法人 

みんなのくらしターミナル代表

初鹿野 聡  氏

このことは、自分でもとても

分かりやすいサインです。いつもと違うなと

感じたら、専門家へ相談してみましょう。

眠
れ
な
い…

精神科医師

小川 泰洋 氏

【こころの相談窓口】

電話番号 受付時間相　談　機　関

こころの電話

（宮崎県精神保健福祉連絡協議会）
0985-32-5566 月曜日～金曜日（祝祭日休）

午前９時～午後７時

自殺防止電話「ライフネット宮崎」

（宮崎県）

（宮崎県）

（高鍋町）

0985-28-2555 月・火・木・土曜日

午後７時～１１時

自殺防止電話相談
（ＮＰＯ法人国際ビフレンダーズ宮崎自殺防止センター）

0985-77-9090 日・水・金曜日

午後８時～１１時

高鍋保健所（事前予約制） 22-1330 毎月第４水曜日

午後２時～４時

高鍋町健康づくりセンター 23-2323 毎月第２水曜日

午前９時～午後４時

◎宮崎県民向け情報サイトのご案内
さまざまな悩みや心配事があったり、疲れたなと思ったとき、ちょっとのぞいてみませんか。

みやざきこころ青Ｔねっと（http://www.m-aot.net/web/pc/index.php）

「
最
近
調
子
は
ど
ん
げ
ね
ー
？
」

「
何
か
あ
っ
た
と
ね
ー
？
」

こ
の
一
言
で
気
持
ち
が
楽
に
な
る
人
が
周
り
に
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
身
近
に
で
き
る
こ
ん
な
声
か
け
。

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
つ
の
大
切
な

命
を
守
る
た
め
の
大
き
な
力
に
な
る
と
信
じ
ま
す
。

「
私
た
ち
は
つ
な
が
っ
て
い
る
」…

そ
う
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
高
鍋
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

【取材を終えて】
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「地域交流ができ

る体験型観光農園
をしたい」

Ｔａｋａｎａｂｅ’ｓ Ｈｅｒｏ＆Ｈｅｒｏｉｎｅ

Ｔａｋａｎａｂｅ’ｓ Ｈｅｒｏ＆Ｈｅｒｏｉｎｅ

今
夏
、
大
活
躍
の

高
鍋
の
子
ど
も
た
ち

今
年
も
猛
暑
が
続
く
中
、
高
鍋
の
子
ど
も
た
ち
は
、
部
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
の
活
動
な
ど
に
一
生
懸
命
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
全
国
レ
ベ
ル
で
の
活
躍
を
し
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

キ
ラ
リ
輝
く

山本 大介さん（高３）
（ 蚊口中 ）

高鍋東中学校出身で、現在は、宮崎

北高校陸上部に所属。中学校までは

野球部で汗を流す。２年前に世界

ユースに出場した籾木勝吾さん（現

中京大学）は東中野球部の先輩。

「総体前のレースを籾木さんと一緒

に走ったことで得るものが大きく、

感謝しています」と温和な人柄を

思わせる優しい笑顔を見せた。

平成23年度 全国高校総体

陸上競技（４００ｍ）

優勝！！

宮崎県勢初！

全国中学校ラグビーフットボール大会出場！
（９月１７日～１９日：茨城県水戸市で開催）

高鍋西中学校 ラグビー部

６月の宮崎県中学校体育大会で四連覇を果たす。部員総数は

３７人。顧問は甲斐浩記先生、主将は３年の井上優樹さん。

全国大会の抱負について、主将の井上さんが「集中して自分

たちの力を出し全国制覇したい」と話せば、顧問の甲斐先生

は「生徒の目標が全国制覇。私は、それが叶えられるよう精

いっぱいサポートしたい」とがっちりスクラム。

※チームワーク抜群の西中ラグビー部の健闘を祈ります！

桑野 拓海 さん
（ 東町 ）

高鍋東小学校５年生で、高鍋陸上ス

ポーツ少年団に所属。県選考会で優

勝。種目は１００ｍ。

将来の目標はずばり「世界一！」

日清食品カップ

全国小学生陸上競技交流大会出場！
（８月２７日：横浜市で開催）

「タイムが良くなる

とすごくうれしい」

永迫 万莉菜 さん

高鍋農業高校3年生。部活動で上記の

成績を残したほか、青少年の主張発表

会では、町および郡の代表として県大

会へ。見事優秀賞を受賞。

平成２３年度 第１３回全国高等学校

女子ウエイトリフティング競技選手権

大会５位入賞

(県新記録・県高校新記録も達成）

「
高
鍋
」
の
名
が

全
国
に
！

～
高
鍋
高
校
～

「
平
成
二
十
三
年
度

全
国
高
校

総
体
」
出
場
！

▲
ホ
ッ
ケ
ー
競
技

・
一
回
戦
勝
利

・
二
回
戦
惜
敗

「
第
五
十
八
回

全
国
高
校
放
送

コ
ン
テ
ス
ト
」
出
場
！

▲
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
▲
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
▲
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
▲
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
▲
研
究
発
表

の
各
部
門

～
高
鍋
農
業
高
校
～

「
第
六
十
二
回

日
本
学
校
農
業

ク
ラ
ブ
全
国
大
会

長
崎
大
会
」

（
十
月
に
開
催
予
定
）
出
場
！

▲
農
業
鑑
定
競
技

外
山

彰
人
さ
ん
・
金
泉

龍
生

さ
ん
・
高
橋

良
子
さ
ん
・
久
保

智
弘
さ
ん

高鍋高校ホッケー部の皆さん

高鍋町は、高鍋藩秋月氏の縁で、福岡県朝倉市・串間市・山形県米沢市と姉妹都市

の盟約を結んでいます。このことにより、今年の夏、町内の小中学生も活発に交流

を行いましたので、その活動を紹介します。

米沢市・高鍋町少年少女交流事業７月２１日～２４日

こ
の
事
業
は
、
東
西
小
学
校
の
小
学
生
十
人

と
米
沢
市
の
小
学
生
十
人
と
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地

を
隔
年
ご
と
に
訪
問
し
、
相
互
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
姉
妹
都
市
の
由
縁
で
あ
る
秋
月
・

上
杉
両
家
の
関
係
や
歴
史
、
先
人
（
秋
月
種
茂

公
・
上
杉
鷹
山
・
石
井
十
次
先
生
）
の
偉
業
を

学
び
、
故
郷
を
愛
す
る
心
（
郷
土
愛
）
を
育
て

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

高鍋西中学校・秋月中学校（朝倉市）交流

７月２８日

西
中
学
校
の
行
事
で
あ
る

リ
ー
ダ
ー
研
修
に
秋
月
中
学

校
生
徒
会
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
カ
レ
ー
作
り

や
食
事
を
通
し
て
の
交
流
も

行
い
ま
し
た
。

高鍋東中学校、秋月を修学旅行で訪問

６月２８日～７月１日

東
中
学
校
二
年
生
は
、
修

学
旅
行
で
朝
倉
市
秋
月
を
訪

れ
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
皆
さ

ん
が
案
内
を
し
て
く
だ
さ

り
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。

朝倉市・高鍋町スポーツ少年団
姉妹都市交流事業

８月６日～７日

こ
の
事
業
は
、
高
鍋
町
と
朝
倉
市

の
小
学
生
（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
）

が
、
ス
ポ
ー
ツ
や
野
外
活
動
を
通
じ

て
融
和
を
深
め
、
姉
妹
都
市
の
歴
史

的
背
景
や
地
域
文
化
の
特
性
を
学

び
、
将
来
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
広
い

視
野
に
立
っ
た
青
少
年
の
育
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

朝倉の三連水車で楽しそうに遊ぶ
高鍋の子どもたち

Ｃommunication

高鍋町美術館特別展

「内田正泰展～四季の詩

貼り絵原画の世界～」

日本の美しい情景を貼り絵で描いた作品が

広がり、観る人の郷愁を呼び起こす展覧会

▲と き １０月２９日(土)～

１１月２７日(日)

※詳しくは、高鍋町美術館（℡：23-8887）へ。

宝くじふるさとワクワク劇場inたかなべ

▲と  き １０月１６日(日) 午後２時から

▲ところ 高鍋町中央公民館ホール

▲内 容   第１部：お笑いオンステージ

第２部：トーク

第３部：ほのぼのコメディ劇場

※吉本新喜劇のメンバーと一緒に大いに笑ってみませんか。

入場料金（宝くじの助成による特別料金）など詳しくは、

お知らせたかなべをご覧になるか、
高鍋町 教育委員会社会教育課（℡：２３-３３２６）へ。 

Information

歓迎会では手づくりの名刺を交換。

やっぱり緊張…

高
鍋
の
参
加
児
童
の
家
で

楽
し
い
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

冷
汁
を
味
わ
い
な
が
ら
の

楽
し
い
食
事

サ
ー
フ
ィ
ン
や

水
上
ス
キ
ー
体
験

「
海
は
最
高
！
」

送別会で高鍋の児童は

「南中ソーラン節」を披露

送別会で米沢の児童は

「花笠音頭」を披露

「次は、まず、１０月の国体で

優勝することです」
と力強く話す山本大介さん（左）と

優勝トロフィーを持って微笑む町長
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素
敵
に
歳
を
重
ね
て

み
ま
せ
ん
か

高鍋町ご長寿番付（平成23年9月1日現在）

小結
１００歳

関脇
１０１歳

大関
１０３歳

横綱
105
歳

黒
木
常
雄

平
原
総
子

原

亥
一

上
野
タ
カ
子

宮
中
ス
ヱ
ノ

森
チ
サ
ヲ

森
之
本

ミ
ネ

箕
輪
從
子

日
髙
リ
ヱ

伊
藤
政
美

氏

名

男 女 男 女 女 女 女 女 女 男 性
別

高鍋町には、上の番付表のとおり１００歳以上の人生の先輩

が１０人もいます。

高鍋の横綱

伊藤  政美 さん

とってもいい笑顔を見せてくれた

のは、高鍋町の横綱。

耳が少し不自由になったという横

綱ですが、足腰は元気そのもの。

９５歳までは四半的、１００歳ま

ではグラウンドゴルフや趣味の木工

品作成をしていたそう。

元気の秘訣を尋ねると「よだきが

らんこと。寝るときは今でも二階の

寝室まで歩いて上がりますよ」と話

してくれました♪

「自由コース」「完泳コース」「ウォーキングコー

ス」の３つがあり、自分の体調に合わせて自由に健康

づくりを楽しめる場所、高鍋町健康づくりセンター

プール。

歳を重ねたからこそ、一緒に水を楽しみませんか。

詳しくは、健康づくりセンタープール（℡：２３－

２３３５）へお気軽にどうぞ。

ほとんど毎日、プールを利用し

ているという町内在住の渡邉ヤヨ

イさん（81歳）。「ここに来ると

若返る気がするし、元気になるの

で、夫の介護にもリフレッシュし

た気持ちであたれます」と笑顔で

話してくれました。

７月で１００歳になりました！

総子さんは、県勢初の甲子園

出場となった高鍋高校野球部の

故平原美夫監督の奥様。

町長も高校時代、監督の家で

総子さんに食事などでお世話に

なったとのこと。そんな総子さ

んの元気の秘訣は、師範を持つ

生け花を楽しむことだそう♪

家族みんなの誕生日をしっかり

覚えているという常雄さん。食事

は普通食で、特にお刺身や卵焼き

が大好物とのこと。

そんな常雄さんの元気の秘訣

は、新聞を毎日読み、毎日自宅の

トレーニングマシーンで足を動か

していることだそう♪

高
鍋
町
の
六
十
五
歳
以
上
人
口
は
、
五,
四
六
三
人
（
九
月
一
日
現
在
）
。

こ
の
数
字
は
、
高
鍋
町
の
総
人
口
の
約
二
十
五
％
で
、
四
人
に
一
人
が
高
齢
者
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
高
鍋
町
の
介
護
給
付
費
は
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
伴
っ
て
年
々

増
加
し
て
お
り
、
平
成
二
十
二
年
度
は
約
一
〇
億
八
六
〇
万
円
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
「
元
気
な
高
齢
者
」
が
高
鍋
町
に
は
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
う
ち
の
数
人
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
の
で
、
元
気
な
、
そ
し
て
素
敵
な
歳
の

重
ね
方
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

９月１９日

敬老の日

黒木 常雄 さん

平原 総子 さん

「介護予防事業のすすめ」
～家族や地域の人たちとこれからも～

地域密着型事業「なじみの会」

参加した蛯原冨士子さんは「近所の方とコミュニケ

ーションが取れるうえに運動もできるので、とても楽

しいですよ」、担当する社会福祉協議会の西村拓さん

は「散歩がてら来れるこの会が町内に１０地区ありま

す。お会いできるのを楽しみにしています」と呼びか

けました。

高
鍋
町
で
は
、
高
齢
者
が
介
護
状
態

に
な
る
こ
と
を
出
来
る
だ
け
防
ご
う
と
、

介
護
予
防
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
で
開
催
す
る
「
な
じ
み
の
会
」

や
老
人
福
祉
館
別
館
で
の
「
は
つ
ら
つ

教
室
」
、
高
鍋
温
泉
め
い
り
ん
の
湯
で

開
催
す
る
「
楽
々
教
室
」
な
ど
で
す
。

楽
々
教
室
は
申
込
不
要
で
、
毎
月
第

二
金
曜
日
の
午
後
一
時
過
ぎ
か
ら
で
す
。

皆
さ
ん
も
気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

健康福祉課

介護・高齢者福祉係

星居 哲昭 主任主事

◆介護予防事業のお申し込み

地域包括支援センター（℡：３２-６６００）

◆介護予防事業のお問い合わせ

健康福祉課 介護・高齢者福祉係

（℡：２６-２００８）

都道府県ビンゴで「頭の体操」を楽しむ
上江団地なじみの会の皆さん

【
取
材
を
終
え
て
】

今
回
の
取
材
で
お
会
い
し
た
皆
さ
ん
の
元
気

な
笑
顔
に
癒
さ
れ
、
こ
ち
ら
ま
で
元
気
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「
何
も
難
し
い
こ
と
は
し
ち
ょ
ら
ん
。
好
き

な
こ
と
を
し
ち
ょ
る
だ
け
」

「
じ
っ
と
し
ち
ょ
ら
ん
で
体
を
動
か
す
こ
と
が

好
き
」

と
、
簡
単
そ
う
に
話
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
。
正

直
「
す
ご
い
！
」
と
思
い
、
自
然
と
そ
の
言
葉

を
口
に
出
し
て
い
ま
し
た
。

歳
を
重
ね
て
い
く
と
体
が
痛
ん
だ
り
、
重

か
っ
た
り
し
て
、
な
か
な
か
外
に
出
る
の
も
億

劫
に
な
る
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
。

で
も
、
気
負
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
出
来
る

と
き
だ
け
、
そ
う
、
一

回
で

も
い

い
か
ら

ち
ょ
っ
と
外
に
出
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
の
一
歩

が
、
元
気
に
、
そ
し
て
素
敵
に
歳
を
重
ね
る
第

一
歩
に
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

さまざまな思いを

胸にいだきながら
～口蹄疫終息宣言から１年～

８月３１日、畜魂慰霊祭が中尾の埋却地で行われま

した。

１年前というと、終息宣言がなされたとはいえ、町

全体が元気をなくしてしまっている頃でした。

あれから１年たった現在、畜産業はもちろん、商工

業などさまざまな職種の皆さんの努力により、高鍋の

まちも徐々に元気を取り戻し始めたところです。

慰霊祭に参加した金崎均さん（牛の肥育農家：現在

は５７頭飼育）は、この１年間を振り返って次のよう

に話してくれました。

「口蹄疫も大変だったが、東日本大震災で被害をう

けた畜産農家のことを考えると辛い。私たちは、牛は

失ったが、牛舎はある。再開もできた。牛を飼って健

康で暮らしていけることは幸せだ」と。

金崎さんの前向きなコメントは、私たち町民に力強

さと勇気を与えてくれるのではないでしょうか。

①

②

③

②献花を行う畜産農家の皆さんなど
③家畜が家族同然だったのだろう。埋却地にひっそりと供えられた

お花や果物を見ていると胸が締め付けられる



－ 14 －－ 15 －

３月１１日の東北地方太平洋沖地震発生を受け、高

鍋町では、昨年の口蹄疫での温かいご支援に報いるた

めにも、町民一体となり被災地の支援を行っていくこ

とを目的に義援金を募集しています。

３月２５日の募集開始から３カ月を経過したことか

ら、次の通り第一次配分を行いましたので、ご報告い

たします。

▲配分先・額

①岩手・宮城・福島３県へ 各１００万円

7,069,102円（9月1日現在）

②山形県米沢市（姉妹都市）へ ３００万円

▲義援金総額

◆お問い合わせ

政策推進課 ℡：２６－２０１８

新しい農業委員が決まりました

（左から）後列：大谷 昇、森 淸一、坂本 幸、加藤 重喜、谷口 良孝、宇治橋 俊美、永友 清太

ご相談は農業委員または
農業委員会事務局
（☎２６-２０１９）へ

お気軽にどうぞ。

◆農地の賃借・売買・転用について

◆地域農業と優良農地の保全確保について

◆農業・農家の相談について

◆農地利用集積・経営改善の支援について

◆農業者年金について

農
業
委
員
会
の

仕
事
と
は
？

高鍋町東北地方太平洋沖地震義援金

第一次配分報告

任期：平成２３年７月２０日～

平成２６年７月１９日

※この欄は広告です。お問い合わせは、広告主へ。

親子で、園庭や教室でいっしょに遊びませんか。

子育てで悩んでいる方の育児相談（無料）をしております。

満２歳より就学前のお子様をお預かりいたします。

保育時間 ７:３０～１８：００

（毎日午前中、園庭を解放しています。）

高鍋カトリック聖母幼稚園
場所 まるき屋・ジョイアス横 電話 ２３－１５００

新しいＡＬＴの先生紹介

※ALT…外国語指導助手

氏名 Ｈannah Robertson

（ハナ ロバートソン）

出身 イギリス 年齢 ２５歳

赴任校 町内小中学校・町立保育園

ＡＬＴを志望した理由

日本の子どもたちに英語を教え、イ
ギリスの文化も紹介したいから。また

東京の大学に1年留学していたが、日
本の文化や生活をもっと自分の目で見

てみたかったから。

※読書やヨガ、水泳が趣味だと話すボニータ。もしかしたら健康

づくりセンターのプールあたりで会えるかもしれませんよ♪

氏名 Ｂonita Khan

（ボニータ カーン）

出身 カナダ 年齢 ２９歳

赴任校 宮崎県立高鍋高等学校

ＡＬＴを志望した理由

カナダでは小学校の教師をしてい
て、子どもに教えることが好きだとい

うこと、また、５歳の時に日本に来た
こともあり、日本文化にとても興味が

あり、その勉強をしたかったから。

◎
大
活
躍
の
高
鍋
町
消
防
団
！

七
月
十
六
日
、
東
児
湯
消
防
組

合
で
第
四
十
九
回
東
児
湯
支
部
消

防
操
法
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

雨
の
町
大
会
と
は
違
い
、
晴
天
の

中
で
の
大
会
で
、
町
代
表
の
各
部

は
見
事
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

◎
カ
メ
の
お
母
さ
ん
、
大
き
い
！

七
月
か
ら
八
月
に
、
堀
の
内
海

岸
で
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
観
察
会

が
十
一
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
全
五
回
の
う
ち
カ
メ
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
一
回
だ
け
で

し
た
が
、
参
加
し
た
西
小
二
年
の

上
妻
可
奈
さ
ん
は
「
大
き
く
て

び
っ
く
り
。
カ
メ
を
見
ら
れ
て
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話

し
ま
し
た
。

◎
今
年
か
ら
ド
ッ
ジ
ビ
ー
で
対
決

七
月
三
十
一
日
、
総
合
体
育
館

で
高
鍋
町
子
ど
も
会
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
町

代
表
と
な
っ
た
十
地
区
と
蚊
口
地

区
は
、
郡
大
会
で
も
見
事
優
勝
を

勝
ち
取
り
、
は
つ
ら
つ
元
気
な
高

鍋
っ
子
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

◎
や
っ
ぱ
り
海
は
楽
し
い
！

夏
休
み
の
期
間
中
、
高
鍋
海
水

浴
場
で
は
夏
な
ら
で
は
の
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
多
く

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
た
か
な
べ
未
来
づ
く
り

事
業
予
算
を
活
用
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ａ
Ｉ
に
よ
る
子
ど
も
サ
ー
フ
ィ

ン
教
室
も
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
の
協

力
の
も
と
行
わ
れ
、
多
く
の
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
波
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

◎
よ
う
こ
そ
夏
季
キ
ャ
ン
プ
へ

八
月
九
日
か
ら
五
日
間
、
京
都

学
園
大
学
準
硬
式
野
球
部
の
皆
さ

ん
が
夏
季
キ
ャ
ン
プ
の
た
め
、
初

め
て
高
鍋
を
訪
れ
ま
し
た
。
高
矢

主
将
は
「
高
鍋
は
京
都
と
違
い
、

か
ら
っ
と
し
た
暑
さ
。
こ
こ
で
は

次
の
リ
ー
グ
戦
に
向
け
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
向
上
を
目
指
し
、
頑
張
り

ま
す
」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

◎
高
鍋
を
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
で
紹
介

八
月
二
十
七
日
、
Ｍ
Ｒ
Ｔ
感
謝

祭
ご
当
地
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
が

宮
崎
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
高
鍋

町
は
「
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
」
で
参

戦
。
残
念
な
が
ら
優
勝
は
逃
し
ま

し
た
が
、
高
鍋
大
使
く
ん
と
共
に

県
内
の
皆
さ
ん
に
高
鍋
の
魅
力
を

元
気
に
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。

◎
み
ん
な
の
応
援
を
力
に

東
中
学
校
は
六
月
に
、
学
校
支

援
事
業
を
利
用
し
て
口
蹄
疫
で
被

害
を
受
け
た
養
豚
農
家
の
野
津
手

重
人
さ
ん
を
講
師
と
し
た
講
演
会

を
行
い
ま
し
た
。
講
演
を
聴
い
た

生
徒
は
、
野
津
手
さ
ん
を
励
ま
そ

う
と
応
援
旗
を
作
成
し
、
そ
の
旗

は
現
在
、
野
津
手
畜
産
事
務
所
に

掲
げ
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

◎
日
本
文
化
を
学
び
た
い

七
月
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
い

も
交
流
実
行
委
員
会
に
よ
る
国
際

交
流
事
業
が
、
高
鍋
町
内
の
二
つ

の
ホ
ス
ト
家
庭
の
協
力
を
得
て
行

わ
れ
、
国
際
理
解
促
進
と
地
域
活

性
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

◎
海
抜
表
示
板
設
置

高
鍋
町
で
は
、
東
日
本
大
震
災

を
教
訓
と
し
て
、
沿
岸
部
地
域
や

河
川
流
域
、
幹
線
道
路
等
の
電
柱

（
町
内
五
十
カ
所
）
に
海
抜
標
示

板
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

設
置
は
津
波
発
生
時
の
避
難
の
参

考
と
し
て
、
ま
た
、
平
常
時
か
ら

の
津
波
災
害
へ
の
注
意
喚
起
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

◎
防
災
意
識
高
揚
の
た
め
に

九
月
四
日
、
高
鍋
町
は
地
震
お

よ
び
大
規
模
津
波
の
災
害
を
想
定

し
た
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
は
、
町
内
十
三
の
自
治
公
民

館
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
た
避
難
訓

練
、
川
田
自
主
防
災
会
に
よ
る
初

期
消
火
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
、

関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
力
体
制

を
図
る
た
め
の
各
種
訓
練
等
で
、

多
く
の
参
観
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

防
災
意
識
を

高
め
ま
し
ょ
う

※玄米茶とおまんじゅうの話をにこにこしながら話してくれた

ハナ。日本語が上手なので、出会ったら気軽に話しかけて
みてくださいね♪

好きな日本の食べ物

は「和菓子」です！

好きな日本の食べ物

は「ギョウザ」です！

☆小型ポンプ積載車の部

優勝：高鍋町消防団第５部
☆ポンプ自動車の部

優勝：高鍋町消防団第４部

☆小型ポンプの部

第２位：高鍋町消防団第１０部

竹鳩の坂本弘志さん宅

で地域の皆さんと交流
会の準備をする香港の

大学生 楊詠児さん（右）

旗には「野津手さんから挑戦

することの大事さを学びました」
などの真剣で前向きなコメント

がぎっしり

車に閉じ込められた人を救出し、

救急搬送するという訓練。車の
上部を開けての迅速な救出活動

に参観者から拍手が起こった

異年齢の子どもたちが

一つになってチームプ
レーを楽しんだ

コーラ早飲み大会と一緒に行われ

たビーチフラッグ大会。柔らかな砂
の上に思いっきり滑り込む参加者の

表情はとても楽しそう

高鍋商工会議所の差し入れである

アツアツ餃子を球場でおいしそうに
食べる選手の皆さん

１個１個大事に巻きこむ作業

エントリーグルメ「ロール
キャベツ」のレシピを、高鍋

町健康づくりセンターおよび

役場政策推進課で配布中！！

「広報たかなべ」有料広告募集中！！　① ４.５㎝× ９㎝＝１０,０００円　② ４.５㎝×１８㎝＝２０,０００円　        ※町ホームページバナー広告も随時募集しています。◆お問い合わせ：政策推進課 情報政策係（℡：２６－２００３）

せいぼサークル ご案内
毎週 木曜日 10時から(子育て支援)



激
動
の
時
代
（
と
き
）
、

今
こ
そ
故
郷
の
英
知
を
集
め
て

明
倫
堂
の
精
神
文
化
に
灯
り
を
灯
す

第
十
一
回

高
鍋
城
灯
籠
ま
つ
り

▲
と

き

十
月
八
日
（
土
）
～
九
日

▲
と
こ
ろ

舞
鶴
公
園
周
辺

現
在
の
小
丸
大
橋

（平
成
二
十
三
年
八
月
三
十
一
日
撮
影
）

明
治
末
期
の
小
丸
橋

（写
真
提
供
：
石
井

正
敏
氏
）

◆ 高鍋町町制施行１１０周年記念 ◆

～ 特別号 ～

矢野
や の

陽大
は る と

ちゃん古川
ふるかわ

太一
た い ち

ちゃん竹下
たけした

愛琉
あ い る

ちゃん森川
もりかわ

楓心
しゅうと

ちゃん長友
ながとも

颯杜
は や と

ちゃん野間口
の ま ぐ ち

咲瑛
さ え

ちゃん池田
い け だ

有輝
ゆ う き

ちゃん

河野
か わ の

晃大
こうだい

ちゃん橋本
はしもと

仁子
に こ

ちゃん稲田
い な だ

琴美
こ と み

ちゃん稲子田
い な こ だ

柚綺
ゆ ず あ

ちゃん井置
い お き

舞鈴
ま す ず

ちゃん勝川
かつかわ

敬介
けいすけ

ちゃん柿原
かきはら

咲菜
さ な

ちゃん

池田
い け だ

伊織
い お り

ちゃん 永友
ながとも

優奈
ゆ な

ちゃん 小牧
こ ま き

奏翔
か な と

ちゃん 古賀
こ が

広輝
ひ ろ き

ちゃん 藤本
ふじもと

マリアちゃん 松田
ま つ だ

隼人
は や と

ちゃん甲斐
か い

蓮聖
れんせい

ちゃん

野別
の べ つ

虎珀
こ は く

ちゃん

みんな元気に育ってね。がわ 宝物の町

今回は、７月・８月の健診に来た元気なちびっこたちです！
このコーナーは、９・１０カ月児健診に

来たお子さんを紹介しています。

TAKANABE TOWN

人口と世帯数（９月１日現在・前月比)

人 口／ 21,641人 （＋34)

男 性／ 10,312人 （＋10)

女 性／ 11,329人 （＋24)

世帯数／ 9,035世帯（＋ 4)

編集・発行／宮崎県高鍋町

〒884‐8655 宮崎県児湯郡高鍋町大字上江8437

政策推進課／☎0983‐26‐2003

http://www.town.takanabe.miyazaki.jp
※「広報たかなべ」は町ホームページでもご覧になれます。

宮内
みやうち

英恵
は な え

ちゃん舩越
ふなこし

瑛斗
え い と

ちゃん黒木
く ろ ぎ

杜真
と う ま

ちゃん中野
な か の

夢依
ゆ い

ちゃん小田
お だ

柚月
ゆ づ き

ちゃん横尾
よ こ お

将志
ま さ し

ちゃん黒木
く ろ ぎ

昊
そら

ちゃん
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